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序　　　　　文

近年、周辺国が情報技術の活用による経済発展の加速化を図っている一方、ラオス人民民主

共和国（以下、「ラオス」と記す）では情報技術分野の導入と開発が遅れており、同分野を活用

した経済振興において、他国との格差が一層拡大することが懸念されております。2001 年 3 月、

ラオス国第 7 回党大会において、IT 教育の重要性と、その技術の活用により同国経済の活性化

を図ることが明言されました。また、2003 年 1 月に実施された全省庁の課長職以上対象の「ラ

オス国における工業化及び近代化実施政策」のセミナーにおいても、情報技術分野の教育の重要

性と、通信分野のみならず、観光、交通、保健、環境分野などすべての分野で IT を導入し、国

全体の経済の活性化を図ることが述べられております。

ラオス国立大学は、短期間で効果的な IT 技術者の育成を図るため、社会人の高等ディプロマ

資格取得者以上を対象とした教育課程として、JICA による技術協力「ラオス国立大学工学部情

報化対応人材育成機能強化プロジェクト（2003 年 4 月より 5 カ年：「IT ブリッジ・プロジェク

ト」）」を実施しました。

一方、IT 産業界から、データベース、ネットワーク、アプリケーション分野の IT スペシャリ

スト養成機関開設への強い要望があるものの、実際に産業界で勤務している人材は外国人か海外

留学からの帰国者がほとんどであり、既存の教育機関では産業界が要望する人材育成に充分応え

られていないという課題が残っております。このような背景の下、ラオス政府よりわが国に対

し、持続的な IT 人材育成の体制構築を目標とする技術協力プロジェクト実施の要請がなされま

した。

上述の公式要請を受けて JICA は、2008 年 7 月に事前評価調査の実施を経て同年 11 月に協議

議事録（R/D）を署名・交換し、5 年間の予定で「ラオス国立大学 IT サービス産業人材育成プロ

ジェクト」を開始しました。

今般、本プロジェクトの中間レビューを行うことを目的として、2011 年 5 月から 6 月にわた

り中間レビュー調査団を派遣し、ラオス政府や関係機関との間でプロジェクトに関する協議を実

施しました。本報告書は、調査・協議結果を取りまとめたものであり、プロジェクト後半の運営

及び類似のプロジェクトに活用されることを願うものであります。

ここに、調査にご協力いただいた内外関係機関に対して改めて深い感謝の意を表するととも

に、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。

平成 24 年 12 月

独立行政法人国際協力機構

ラオス事務所長　戸川　正人
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ラオス国立大学（NUOL）工学部 IT 研究生
コース（IT Specialist Course：ITSC）及び
学科内会社（IT Business Unit：ITBU）短期
講習が実施されている IT センター棟の外観

ITSC は、ソフトウェアやネットワーク技
術を提供する、国際水準の教育機関である
ことが認証されている。



ITSC 及び ITBU 用事務室の様子

ITSC の学生によるグループワークの様子

合同調整委員会（JCC）での中間レビュー
ミニッツ署名
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１－１　協力の背景と概要

近年、周辺国が情報技術の活用による経済発展の加速化を図っている一方、ラオス人民民主

共和国（以下、「ラオス」と記す）では情報技術分野の導入と開発が遅れており、同分野を活用

した経済振興において、他国との格差が一層拡大することが懸念されている。

そのためラオス国立大学（NUOL）は、短期間で効果的な IT 技術者の育成を図ることを目的

として、社会人の高等ディプロマ資格取得者以上を対象とした教育課程を JICA 技術協力「ラオ

ス国立大学工学部情報化対応人材育成機能強化プロジェクト（2003 ～ 2008年）」を通して実施し、

結果 IT 分野の人材育成が同大学の重要な責務と位置づけられるようになった。

一方で、ラオス国内の産業界からは国際標準を満たすレベルのデータベース、ネットワーク、

アプリケーション分野の IT スペシャリスト養成機関開設への強い要望があるものの、実際に産

業界で勤務している人材は外国人か海外留学からの帰国者がほとんどであり、既存の教育機関

では産業界が要望する人材育成に充分応えられていない現状にある。

このような背景の下、ラオス政府よりわが国に対し、持続的な IT 人材育成の体制構築を目標

とする技術協力プロジェクト実施の要請がなされた。わが国は 2008 年 7 月の事前調査実施を経

て、2008 年 11 月に JICA ラオス事務所長と NUOL 学長との間で実施協議の討議議事録（R/D）

が署名・交換された。

プロジェクトは NUOL 工学部をカウンターパート（C/P）機関として、2008 年 12 月より 5 年

間の予定で実施されている。これまで長期専門家 3 名（チーフアドバイザー 1 名、業務調整 2 名）

及び複数の短期専門家の派遣を通して、IT 人材育成のためのコース運営指導及び人材・組織強

化の支援を行っている。

１－２　 協力内容（プロジェクト開始時）

（１）上位目標

ラオス国において IT サービス産業が発展する。

（２）プロジェクト目標

ラオス国立大学（NUOL）工学部 IT 学科による Postgraduate コースを通じて、IT サービ

ス市場に応じた人材が育成される。

１．案件の概要

国名：ラオス人民民主共和国
案件名： 「ラオス国立大学 IT サービス産業人材育成プロ

ジェクト」

分野：情報通信技術 援助形態：技術協力プロジェクト

所管部署：ラオス事務所 協力金額：約 3 億 8,000 万円（事前評価額）

協力期間
2008 年 12 月～

2013 年 11 月

先方関係機関：ラオス国立大学（NUOL）

日本側協力機関：なし

他の関連協力： ラオス国立大学工学部情報化対応人材育成

機能強化プロジェクト（2003 ～ 2008 年）

評価調査結果要約表
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（３）成　果

成果１：NUOL 工学部 IT 学科において Postgraduate コースが適切に運営される。

成果２：NUOL 工学部 IT 学科において IT 学科内会社（ITBU）が適切に運営される。

成果３： Postgraduate コース担当教員のソフトウェアエンジニアリングに関する実践的ス

キルおよび指導力が強化される。

成果４： 実践的なソフトウェアエンジニアリング・スキルおよびビジネス・スキルを習

得するための Postgraduate コースが整備・実施される。

成果５：産学官の連携が強化される。

（４）投入（評価時点）

【日本側】

①専門家派遣（日本人専門家）

（長期）

・「チーフアドバイザー」、「業務調整」

（短期）

・ 「データベース設計・管理、ソフトウェア応用」、「ソフトウェア開発技術、マルチメディ

ア技術」、「プロジェクトマネジメント、業務改善」

②施設・機材供与

・IT センター棟

・コンピュータ、IT センター棟に係る事務機器等

【ラオス側】

① C/P 及びその他スタッフの配置

・プロジェクト・ディレクター、プロジェクト・マネジャー

・C/P（教員）

・秘書

②土地、建物、プロジェクト・オフィス、その他追加的な施設や機材（コンピュータ、家具等）

③プロジェクト活動に必要な経費

３－１　 実績の確認

（１）成　果

成果１：「NUOL 工学部 IT 学科において Postgraduate コースが適切に運営される」

成果１については順調に進捗している。

コース運営に必要なさまざまなガイドラインも既に作成済みもしくは作成中であり、適

切な運営を行ううえでのソフト面のインフラは順調に整備されてきている。今後は作成中

２． 評価調査団の概要

調査者

米山　芳春 総括／団長 JICA ラオス事務所　次長

戸谷　幸一 協力企画 JICA ラオス事務所　所員

十津川　淳 評価分析 佐野総合企画株式会社　主任研究員

調査期間 2011 年 5 月 19 日～ 6 月 5 日 評価種類：中間レビュー調査

３． 評価結果の概要
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のガイドラインを完成させること、並びに不文律化している内容について、業務運営上の

障害にならないような対策を講じることが求められる。

成果２：「NUOL 工学部 IT 学科において IT 学科内会社（ITBU）が適切に運営される」

成果２については進捗状況に遅延がみられる。

ITBU が担当する短期コース研修についてはこれまで順調に実施されてきたが、組織運営

の観点からはマネジャーの 2 度にわたる交替やマネジャーポスト自体の空白といった組織

運営上の問題をたびたび経験してきた。そのため、成果２の示す「ITBU の適切な運営」を

実現するためには今後取り組むべき課題も多い。

成果３： 「Postgraduate コース担当教員のソフトウェアエンジニアリングに関する実践的

スキルおよび指導力が強化される」

成果３についてはおおむね順調に進捗している。

ネットワーク分野の教員については、これまでのプロジェクト活動の成果によって

教員は皆が世界標準となる資格を有するに至っている〔CCNA（Cisco Certified Network 
Associate）インストラクター資格〕。一方でプログラミング分野の教員の能力向上がやや遅

延しており、今後の課題として挙げられる。他方で、IT 研究生コース（ITSC）の学生から

の教員評価はおおむね高い傾向がみられる。今後は教授法の面などにおいても技術力を向

上させていくことが望まれる。

成果４： 「実践的なソフトウェアエンジニアリング・スキルおよびビジネス・スキルを習

得するための Postgraduate コースが整備・実施される」

成果４については順調に進捗している。

本成果が期待する、市場ニーズに即したカリキュラムの策定は成果５に関連する産学官

連携による効果を活用しながら、適正に作成、実施されてきた。

成果５：「産学官の連携が強化される」

成果５については順調に進捗している。

プロジェクトの働きかけによって産学官の関係者による会議が行われており、これまで

ほぼ皆無に近かった民間企業と政府との情報交換がなされるようになっている。

（２）プロジェクト目標

「ラオス国立大学（NUOL）工学部 IT 学科による Postgraduate コースを通じて、IT サー

ビス市場に応じた人材が育成される」

本プロジェクトは目標の達成に向けて、おおむね順調に進捗している。

プロジェクト目標の対象となる Postgraduate コース（=ITSC）は、教員の能力強化やコー

ス運営に関する組織体制の整備期間を経て、2010 年 11 月に開講した。コースは一定レベ

ルの知識・技術力を兼ね備えた教員の下で実施されている。また同時に、市場ニーズに即

応できる人材を目標とすることから、学生の成績評点はラオス一般の基準に比して厳格化

する体制を取っている。以上のようなコース運営の体制等から判断するにあたり、プロジェ

クトは目標である「IT サービス市場に応じた人材が育成される」の達成に向けておおむね

順調に進んでいると判断できる。
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３－２　評価結果の要約

（１）妥当性

１）ラオス政府の政策との整合性

「第 7 次国家社会経済開発計画（NSEDP：2011 ～ 2015 年）」では、セクター別開発目

標において、「通信・IT セクターにおける国際標準を満たす人材育成を行なう」ことがう

たわれている。また、「国家 ICT 政策」が 2009 年に公布されており、同政策は IT セクター

の人材育成を重視する姿勢をみせている。以上の点から、本プロジェクトの内容及び目

的は、国家の基本政策並びにセクター別政策の両観点において整合している。

２）国別援助計画との整合性

本プロジェクトの内容は、対ラオス国別援助計画（2006 年 9 月）が重点支援項目とし

て示す「民間セクター強化に向けた制度構築及び人材育成」に該当するものである。同

計画ではラオス国立大学等を拠点として、経済成長を担う人材育成の拡大をめざした協

力を進めていくことがうたわれている。したがって、本プロジェクトの方向性は本援助

計画の内容と整合している。

３）ターゲットグループ／ C/P の選定

①　ニーズとの整合性（NUOL）
NUOL は、近年の IT セクターの進展並びに産業界からのニーズを背景に、国際レベ

ルに準ずる IT 人材の育成に高い関心を示していた。しかしながら、そのような実務的

な人材育成を担うコース運営の経験はなかったため、カリキュラムの策定から個々の

教員の能力強化に至るまで外部からの支援が必要であった。以上の背景から、本プロ

ジェクトは同大学のニーズに整合している。

②　ニーズとの整合性（地元産業界）

現在に至るまでラオス国内には国際レベルに準じたシステム開発を担える IT サービ

ス企業は存在せず、各企業は海外に発注せざるを得ない状況が続いている。そのため、

企業は割高なコスト負担を強いられる状況が続いている。以上の背景から、本プロジェ

クトが担う IT サービスの技術者育成について、国内企業の関心と期待は非常に高い。

③　C/P の適切性（NUOL）
IT 人材の育成に携わっている組織は NUOL 以外にもみられるが、その施設や教員を

はじめとした陣容の点において同大学を凌駕する組織はラオス国内にはみられない。

「ラオス国内において IT 産業人材の育成を図る」ことを目標としていることにかんが

みると、同大学は最適な C/P 組織と判断できる。

４）日本国技術の優位性

日本は IT 技術者の技術レベル（経済産業省 IT スキルスタンダード）について詳細な

設定を行っており、かつこれらスキルスタンダードを共通の指標として IT 技術者の育成

を行ってきた。このような IT 技術者育成の取り組みは、本プロジェクトにおいても有効

に利活用されており、日本の技術的優位性が発揮されているものと判断できる。

（２）有効性

１）プロジェクト目標及び成果の達成度

上述のとおり、本プロジェクトの目標については順調に進捗している。5 つの成果に

ついてもおおむね順調に進捗しているが、唯一成果２の ITBU に係る組織体制整備・強

化が遅延しており、今後重点的に取り組む課題として指摘される。
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２）外部条件の充足

現在、ITSC の教員は四年制大学の教員不足を補うために、四年制の授業も負担せざる

を得ない状況にある。現状では教員の努力（残業等）によってプロジェクト活動の大き

な阻害要因にまでは至っていないが、本課題が更に深刻化するようであれば、本プロジェ

クトの活動（時間配分等）にも影響を及ぼす可能性がある。

３）プロジェクト目標・成果達成に係る貢献要因

プロジェクトでは日本側及びラオス側双方がプロジェクト内外からの人材投入を有効

に行っており、技術移転を効率的に実施してきた（効率性にて詳細記述）。

４）プロジェクト目標・成果達成に係る阻害要因

ITSC 入学者のうち、入学時に有しているべき基礎的な学力が不足している学生が一部

みられる。そのため「国際標準に準じた IT サービス人材」の育成を目標とするにあたっ

ては、卒業までに想定以上の時間を要する、もしくは習得技術レベルが想定よりも幾ら

か低下することが懸念される。

（３）効率性

１）人的投入（日本側）

日本人専門家については、プロジェクト全体の進捗を適宜管理、助言支援するアドバ

イザーと業務調整の人員構成によって円滑にプロジェクト運営がなされてきた。また、

個別の指導分野については、短期専門家によって対応がなされており、日本側のこれま

での人員投入は妥当と考えられる。

２）人的投入（ラオス側）

NUOL は学科内の教員数が非常に限定的ななかにおいて、ITSC の運営については人員

の質・量ともに優先的な人材配置を行ってきた。

他方、ITBU については、マネジャーポストの交替や空白などに直面してきた事実から

も、妥当な人員投入が行われてきたとはいえない。また、コーディネーター等においても、

留学に起因した離職が予定されており、人員投入に課題がみられる。

３）人的投入（その他）

プロジェクトは下記のとおり、外部から効果的な人員投入を行っている。

①　第三国専門家（組織）

トレーニング資格を有する技術教育カレッジ（シンガポール）の専門家を投入し、ネッ

トワーク研修〔CCNA（Cisco Certified Network Associate）インストラクター研修〕を

実施した。結果的に 10 名が CCNA インストラクター資格を獲得するに至った。

②　ローカルコンサルタント

NUOL 内部の教員等では対応できない「開発手法」や「起業家支援に係る市場調査」

については、ローカルコンサルタント（パートタイム教員）を有効に活用している。

③　外部客員講師（パートタイム教員）

プロジェクトでトレーニングを受け、かつ一定レベルの技術を習得した外部人材が、

ITSC 及び ITBU の短期コース研修において講師として活躍している。技術力に加えて、

ビジネスの現場経験を提示できる人材による各種指導は、本プロジェクトの有効な投

入であり、成果達成への貢献要因ともなっている。

４）物的投入

本プロジェクトの活動を支えるに適正な施設（IT センター棟）とコンピュータをはじ

めとする必要な資機材が投入されており、プロジェクト活動において有効に利用されて
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いる。

５）予　算

本プロジェクトでは、予算額及び予算支出のタイミングに起因する問題は生じていな

い。

６）第三国研修

インキュベータや産学連携の仕組みについて、副学部長や一部の教員がタイを 2010 年

8 月に見学視察した。今後のインキュベーションに係る活動の方向性を関係者が共有す

る契機となり、効果の高い視察であったと判断できる。

（４）インパクト

１）上位目標達成の見込み

本上位目標の示す内容は非常に遠大であり、本プロジェクトの成果だけで達成を担保

できる類の目標内容ではない。ただし過去数年間継続して、IT サービス産業が占める経

済への重要性は高まっており、今後も上位目標の示す方向に向かっていく可能性は高い

と考えられる。

２）その他インパクトの発現

①　プラス・インパクト

・技術・組織面

ITSC 教員のうち四年制大学のコースを受けもつ教員も多数いることから、教員の能

力が向上してきた事実は、同時に四年制大学の教育の質向上にもつながっているも

のと推察できる。

また、本プロジェクトで利用し始めた学生による教員評価手法が四年制大学にも適

用され始めた。このことも授業の質を高めることにつながるフィードバック効果が

期待できる。

・社会経済面

ITSC の卒業生がまだ誕生していない現段階においては、各企業における具体的なイ

ンパクトは今後に期待されるものである。しかしながら、既に発現している例とし

て、ラオス最大手銀行での職員の能力向上の例が挙げられる（プロジェクトによる

研修を受講した職員の能力向上によって、これまで隣国からの IT 専門家招聘によっ

て対処していたトラブル処理を、同職員が対応できるようになり、時間的・コスト

的に大いなる削減に寄与した例が報告されている）。

②　マイナス・インパクト

特筆すべきマイナスのインパクトは生じていない。

（５）自立発展性

１）政策面

「第 7 次国家社会経済開発計画」並びに「国家 ICT 政策」が IT 人材育成の重要性につ

いてうたっていることから、政策面においては一定程度の自立発展性があるものと判断

できる。

２）組織面

ITSC については、これまでの取り組みを通じて効率的なコース運営を担える体制づく

りが進んでおり、一定レベルの自立発展性を有していると判断できる。

他方、ITBU については今後新マネジャーの下で体制づくりが改めて開始される段階に
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ある。インキュベーター担当職員の確保・強化、短期コース研修コーディネーターの確

保など、プロジェクト終了時までに取り組むべき組織強化への課題は山積している状況

にある。

さらに、IT セクターに顕著な課題である教員の離職については、本プロジェクトは離

職を防止するインセンティブを逐次整備してきた。これまでのところ、この仕組みは奏

功しているが、今後の IT エンジニア市場動向に左右される不確定な側面は残っている。

３）技術面

IT 技術面における自立発展性は比較的高い。プロジェクト終了後も世界標準を構成す

るシスコやオラクル等による最新教材が入手可能であるため、教員の能力を維持、向上

させていくことは仕組みとしては十分に可能である。他方、ITBU については現状の組織

体制を再構築する段階にあるため、自立発展性の予測はできない。

４）財政面

第 1 年度の実績によると、ITSC についてはコンピュータの減価償却コストを除いた限

りにおいては、事業運営を可能とする財務状況が維持された。今後は学費収入に加えて

商用テストセンターの利用や外部からの受託開発等によって収入向上を更に図り、減価

償却コスト負担についても賄っていくことが求められる。ただし、コンピュータの減価

償却まで賄うだけの利益を計上していくことには困難も予想される。

３－３　 結　論

本プロジェクトは「市場のニーズに対応できる IT 人材の育成」という目標の達成に向けて、

これまでのところ順調に進捗している。各成果に係る活動もおおむね順調であるが、唯一 ITBU
の運営、組織体制の整備・強化（成果２）が、マネジャーの交代や空席といった問題等を主因

として遅延している点が、今後の課題として挙げられる。

本プロジェクトの根本的な柱である ITSC については、内部／外部試験の合格者だけが教員と

して認められる体制を維持しており、教育の質を担保する仕組みが厳正に採用されている。ま

た、適宜外部の人材を活用するなど、コース運営に対する有効な体制が整備され始めている。

今後は ITBU の新規建て直しに注力しながら、インキュベーション支援や大学が計画する修

士コースとの調整など、新しい活動にも取り組むことが求められている。

４．提　言

本中間レビューでは以下の 3 項目において提言を行った。

（１）ITSC と修士コースの整合性の担保及び修士コースの方向性

NUOL は 2013 年を目標年として、IT 学科に修士コースの設立を計画している。今後修

士コースの方向性、内容の詳細が決定されていくが、本プロジェクトが支援してきた ITSC
との整合性及び一体化を視野に入れながら、慎重に準備を進めていく必要がある。以上の

背景から、中間レビューにおいて、特に下記の点について提言を行った。

１）修士コースのコンセプト

・修士コースは ITSC と同様に実務的な技術と知識の指導を重視する。

２）教育の質の担保

・教員の選抜は実務的な技術と知識を基準とする。

・産業界等とのコミュニケーションを通して、カリキュラムの質を担保する。

・卒業生のパフォーマンスを評価調査する。
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３）追加教員の配置

・修士コースの設立にあたり、教員を補充する。

４）コース設定

・ 修士コースは ITSC を基礎として設立する（別個のコースとして独立した運営をしな

い）。

・ その他～昼間時間帯に実施すること、妥当なレベルの学費を設定すること、コース

は 1 年半を想定すること等。

（２）ITBU の強化

ITBU は早急にマネジャーを配置し、そのうえで事業計画を作成することが必要である。

また計画の作成と同時に、組織体制の強化にも取り組むことが求められる。

（３）インキュベーター支援活動の開始

インキュベーター支援に係る活動を開始するにあたり、専任の職員を早急に確保、配置

する必要がある。

（その他）

・ 修士コースの設置が予定されていること、及び現行 PDM 指標に不明瞭な点があったこと等を

主たる理由として、本中間レビューにおいて PDM の一部改訂を行った。
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第１章　中間レビュー調査の概要

１－１　調査団派遣の経緯と目的

技術協力プロジェクト「ラオス国立大学 IT サービス産業人材育成（Human Resource Development 
in IT Service Industry at NUOL：ITSD）プロジェクト」は 2008 年 12 月 1 日に開始され、2013 年 11
月 30 日に終了する予定である。2011 年度はプロジェクト中間年にあたるため、ラオス人民民主

共和国（以下、「ラオス」と記す）政府関係者とこれまでの実績を確認して評価５項目の観点か 
らレビューを行い、プロジェクトの残り期間の課題及び今後の方向性について確認し、合同レ

ビュー報告書に取りまとめ、合意することを目的に本調査団は派遣された。

１－２　調査団の構成

担当業務 氏　名 所　属

総括／団長 米山　芳春 JICA ラオス事務所　次長

協力企画 戸谷　幸一 JICA ラオス事務所　所員

評価分析 十津川　淳 佐野総合企画株式会社　主任研究員

１－３　調査日程

現地調査期間　平成 23 年 5 月 19 日（木）～ 6 月 5 日（日）18 日間

日　付 スケジュール

5/19 木 成田→バンコク→ビエンチャン（十津川団員）

5/20 金

AM JICA 専門家　インタビュー

PM  ラオス国立大学（National University of Laos：NUOL）工学部コンピュータ工学／

IT（Computer Engineering/ Information Technology：CE/IT）学科　表敬訪問

5/21 土 資料整理

5/22 日 資料整理

5/23 月

09：00 NUOL 副学長　表敬訪問

10：30 団内打ち合わせ

14：00 教育省（Ministry of Education：MOE）計画協力局長　表敬訪問

16：00  NUOL 工学部 CE/IT 学科カウンターパート（Counterpart：C/P）インタビュー

5/24 火

09：00 JICA ラオス事務所所長　表敬訪問

10：30  NUOL ラオス日本センター（Laos-Japan Human Resource Development Institute：
LJI）　訪問

PM NUOL 工学部 CE/IT 学科 C/P　インタビュー

5/25 水

09：00  国家郵政通信機構（National Authority for Post and Telecommunication：NAPT）
訪問

10：30  ラオス商工省　中小企業促進開発事務所（Small Medium Enterprise Promotion 
Development Office：SMEPDO）訪問

13：30  ラオス　情報通信技術商工会事務所（Lao ICT Commerce Association：LICA ）
訪問
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5/26 木

09：00  ラオス外国貿易銀行（Banque Pour Le Commerce Exterieur Lao：BCEL）訪問

10：30 Digital Divide Data（DDD）訪問

13：30 団内協議（JICA ラオス事務所）

5/27 金
09：00 団内協議（JICA ラオス事務所）

14：00 プロジェクト専門家、NUOL 工学部 CE/IT 学科 C/P との協議

5/28 土 資料整理

5/29 日 資料整理

5/30 月 終日 ミニッツ（Minutes of Meeting：M/M）作成

5/31 火
AM M/M 作成

13：30 M/M 協議（NUOL 工学部）

6/1 水 終日 資料整理、M/M 修正（祝日）

6/2 木

09：00 M/M 最終確認

10：00 M/M 署名式

13：30 合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）

6/3 金

09：00 JICA ラオス事務所　報告

10：00 日本大使館　報告

PM 資料整理及び報告書作成

6/4 土
AM 資料整理及び報告書作成 （十津川団員）

PM ビエンチャン→バンコク （十津川団員）

6/5 日 →成田  （十津川団員）

１－４　主要面談者

【ラオス側】

（NUOL）
・Mr. Saykhong XAYNASIN　副学長

・Ms. Bounheng SIHARATH　計画協力室　副室長

・Mr. Boualinh SOYSOUVANH　工学部長

・Mr. Khamphoui SOUTHISOMBATH　副工学部長

・Mr. Somphone KANTHAVONG　工学部 CE/IT 学科　学科長

・Mr. Khampheth BOUNNADY　工学部 CE/IT 学科　ITSD　プログラミングコース長

・Mr. Senglathsamy CHANTHAMINAVONG　工学部 CE/IT 学科　ITSD　ネットワークコース長

（MOE）
・Mr. Sengsomphone VIRAVOUTH　計画協力局長

（NAPT）
・Mr. Khamphoui Outhaiphone　インターネットセンター　インターネット部　副部長
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（商工省）

・Mr. Bountheung DOUANGSAVANH　SMEPDO 中小企業促進開発事務所　副所長

（LICA　加盟団体）

・Mr. Thanousone Phonamat　Planet Online 　 社長

・Mr. Anousa Cyberia　共同設立者兼技術部門長

（BCEL）
・Mr. Sonexay SITPHAXAY　最高経営責任者

・Mr. Phansana KHOUNNOUVONG　副部門長

・Mr. Sisaath NEUMASA　IT センター長

【日本側】

（日本大使館）

・田中　智大　日本大使館　二等書記官

（JICA 専門家）

・井出　博之　 ITSD プロジェクト　専門家（チーフアドバイザー）

・川口　雄嗣　 ITSD プロジェクト　専門家（業務調整／組織強化　前任）

・平藤　常夫　 ITSD プロジェクト　専門家（業務調整／組織強化　後任）

・ 木下　俊夫　 ラオス日本センター（LJI）･ ビジネス人材育成プロジェクト　専門家（チーフ

アドバイザー）

・三好　明　　 ラオス日本センター（LJI）･ ビジネス人材育成プロジェクト　専門家（業務調

整）
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第２章　プロジェクトの概要

２－１　背　景

近年、周辺国が情報技術の活用による経済発展の加速化を図っている一方、ラオスでは情報技

術分野の導入と開発が遅れており、同分野を活用した経済振興において、他国との格差が一層拡

大することが懸念されている。そのため NUOL は、短期間で効果的な IT 技術者の育成を図るこ

とを目的として、社会人の高等ディプロマ資格取得者以上を対象とした教育課程を JICA 技術協

力「ラオス国立大学工学部情報化対応人材育成機能強化プロジェクト（2003 ～ 2008 年）」を通

して実施し、結果 IT 分野の人材育成が同大学の重要な責務と位置づけられるようになった。

一方で、ラオス国内の産業界からは国際標準を満たすレベルのデータベース、ネットワーク、

アプリケーション分野の IT スペシャリスト養成機関開設への強い要望があるものの、実際に産

業界で勤務している人材は外国人か海外留学からの帰国者がほとんどであり、既存の教育機関で

は産業界が要望する人材育成に充分応えられていない現状にある。

このような背景の下、ラオス政府よりわが国に対し、持続的な IT 人材育成の体制構築を目標

とする技術協力プロジェクト実施の要請がなされた。わが国は 2008 年 7 月の事前調査実施を経

て、2008 年 11 月に JICA ラオス事務所長と NUOL 学長との間で実施協議の討議議事録（Record of 
Discussions：R/D）が署名・交換された。プロジェクトは NUOL 工学部を C/P 機関として、2008
年 12 月より 5 年間の予定で実施されている。これまで長期専門家 3 名（チーフアドバイザー 1 名、

業務調整 2 名）及び複数の短期専門家の派遣を通して、IT 人材育成のためのコース運営指導及

び人材・組織強化の支援を行っている。

２－２　基本計画

本プロジェクトの基本計画は、表２－１に示すとおりである。

表２－１　プロジェクト基本計画（プロジェクト開始時）

プロジェクト名 ラオス国立大学 IT サービス産業人材育成（ITSD）プロジェクト

協力期間 2008 年 12 月～ 2013 年 11 月

ラオス実施機関 ラオス国立大学（NUOL）

上位目標 ラオス国において IT サービス産業が発展する。

プロジェクト目標 ラオス国立大学（NUOL）工学部 IT 学科による Postgraduate コースを通じて、

IT サービス市場に応じた人材が育成される。

成　果 成果１： NUOL 工学部 IT 学科において Postgraduate コースが適切に運営さ

れる。

成果２： NUOL 工学部 IT 学科において IT 学科内会社が適切に運営される。

成果３： Postgraduate コース担当教員のソフトウェアエンジニアリングに関

する実践的スキルおよび指導力が強化される。

成果４： 実践的なソフトウェアエンジニアリング・スキルおよびビジネス

スキルを習得するための Postgraduate コースが整備・実施される。

成果５： 産学官の連携が強化される。
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２－３　プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）

JICA ではプロジェクト・サイクル・マネジメント手法を用いてプロジェクトの運営管理を

行っており、事業管理及び評価のツールとしてプロジェクト計画概要表であるプロジェクト・デ

ザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）を活用している。PDM の概要は表２－２の

とおりである。

表２－２　PDM の概要

項　目 定　義

上位目標
「プロジェクト目標」が達成された結果として、達成が期待できる開発

効果

プロジェクト目標
プロジェクトの終了時までに達成されることが期待される目標であり、

ターゲットグループへの具体的な便益やインパクト

成　果
「プロジェクト目標」を達成するためにプロジェクトが実現しなくては

ならない事項

活　動
「成果」を実現するために、「投入」を効果的に用いてプロジェクトが実

施する具体的な行為

投　入 プロジェクトの実施に必要な人員、施設、機材、資金など

指　標
プロジェクトの「成果」、「目標」、「上位目標」の達成度を測る目標値を

示すもの

指標データ入手方法 「指標」のデータを検証するための情報源

外部条件
「成果」、「プロジェクト目標」を達成するために満たされていなければ

ならない外部要件であるが不確定要素を含むもの

前提条件 プロジェクトを開始する前に満たされているべき条件

本プロジェクトは、事前調査でのプロジェクト計画に関するラオス側との協議に基づき、2008
年 11 月の実施協議（R/D 署名）において PDM に双方合意した（付属資料１）。
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第３章　中間レビューの方法

本中間レビュー調査の目的は、①投入・活動実績及び計画達成度の確認、②評価５項目の観点

からのレビュー、③今後の活動に対する提言及び方向性の確認、の 3 点であり、この目的に即し

以下の要領で実施された。

３－１　評価グリッドの作成

本調査では、PDM と活動計画表（Plan of Operations：PO）に基づき、プロジェクトの当初計

画、日本及びラオスの投入実績、活動実績、プロジェクト実施の効果、運営管理体制等につきレ

ビュー調査を行い、計画達成度、実施プロセス、評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパ

クト、自立発展性）を検証するために、評価グリッドを作成し各項目に関して評価を行った（評

価グリッドの詳細については付属資料２を参照）。本プロジェクトの評価に適用される評価５項目

の各項目の定義は表３－１のとおりである。

表３－１　評価５項目

項　目 定　義

妥当性

プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が、受益者

のニーズに合致しているか、相手国と日本側の政策との整合性はあるか、プロ

ジェクトの戦略・アプローチは妥当か、といった「援助プロジェクトの正当性・

必要性」を問う視点。

有効性
プロジェクトの実施により、本当に受益者もしくは社会への便益がもたらされ

ているのか（あるいはもたらされるのか）を問う視点。

効率性
主にプロジェクトのコストと効果の関係に着目し、資源が有効に活用されてい

るかを問う視点。

インパクト
プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波及効果を

みる視点。予期していなかった正・負の効果・影響を含む。

自立発展性
援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続していく見込みはある

かを問う視点。

３－２　評価実施方法

本調査の実施方法は以下のとおりである。

（１）レビューチームの現地訪問前に、プロジェクトにて事前資料を作成する。

（２ ）レビューチームは事前資料を検討のうえ、評価グリッドを作成し、適宜プロジェクトから

補足情報を得てあらかじめ調査できる部分について確認を行う。

（３ ）レビューチームによる専門家及び C/P への聞き取り・協議、現地視察調査等を通じ、評価

５項目に従ってレビューを行い、レビュー報告書に取りまとめる。また、報告書には、プロ
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ジェクトの後半期間における活動実施上の留意点や提言等も含めることとする。

（４）調査結果を両国政府及び関係機関に報告・提言する。

３－３　情報・データ収集方法

本調査において必要な情報・データは以下の方法によって収集された。

（１）報告書・その他プロジェクト関連資料のレビュー

・プロジェクト事業進捗報告書

・プロジェクト月例レポート

・IT サービス市場調査レポート

・プロジェクト専門家による自己評価

（プロジェクト目標及び成果について指標の達成度）

・活動実績表

（PDM に記載されている活動項目ごとの活動実績）

・第 7 次国家社会経済開発計画（NSEDP：2011 ～ 2015 年）

（２）関係者との面談・協議

・プロジェクト長期専門家

・NUOL 工学部（プロジェクトディレクター、C/P）
・IT 研究生コース（ITSC）在学生に奨学金を提供している企業（BCEL）
・ラオス日本センター（LJI）･ ビジネス人材育成プロジェクト　長期専門家

・ラオス情報通信事業商工会（LICA）加盟企業

・情報通信関係非営利団体（NPO）

・商工省

・教育省（MOE）
・国家郵政通信機構（NAPT）
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第４章　計画達成度

PDM に基づき確認された本プロジェクトの計画達成度を以下に記す。

４－１　投入実績

本プロジェクトに関する投入実績は、M/M の ANNEX に明記しているとおりである。

【日本側投入】

プロジェクト開始以降、中間レビュー調査までの主な日本側投入実績は以下のとおりである。

１．専門家派遣（日本人専門家）

（長期）

・「チーフアドバイザー」、「業務調整」

（短期）

・ 「データベース設計・管理、ソフトウェア応用」、「ソフトウェア開発技術、マルチメディ

ア技術」、「プロジェクトマネジメント、業務改善」

２．施設・機材供与

・IT センター棟

・コンピュータ、IT センター棟に係る事務機器等

【ラオス側投入】

プロジェクト開始以降、中間レビュー調査までの主なラオス側投入実績は以下のとおりであ

る。

１．C/P 及びその他スタッフの配置

・プロジェクト・ディレクター、プロジェクト・マネジャー

・C/P（教員）

・秘書

２ ．土地、建物、プロジェクト・オフィス、その他追加的な施設や機材（コンピュータ、家具等）

３．プロジェクト活動に必要な経費

４－２　成果の達成状況

本プロジェクトの成果は、PDM に記載のとおり 5 つある。

成果２については、進捗状況に若干の遅延がみられるものの、おおむね順調に成果が発現して

いる。

（１）成果１：「NUOL 工学部 IT 学科において Postgraduate コースが適切に運営される」

成　果 NUOL 工学部 IT 学科において Postgraduate コースが適切に運営される。

指　標 1-1　受講生の募集、選抜、成績評価および卒業認定が適切に行われる。

1-2　IT 学科内会社（ITBU）での教員の実績が、高い評価を受けるようになる。
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成果１については、全体的には順調に進捗している。

コース運営に必要なさまざまなガイドラインも既に作成済みもしくは作成中であり、プロジェ

クト終了までに必要なすべてのガイドラインの完成が見込まれるため、適切な運営を行ううえで

のソフト面のインフラは順調に整備されてきていると予想される。

指標に関しては、1-1 で規定されている、受講生の募集、選抜は、NUOL に所属する複数の関

係者が実施しており、透明性も保たれている。学生の成績評価については、NUOL のガイドライ

ンに沿って実施されている。

IT 研究生コース（IT Specialist Course：ITSC）1 期生に対して実施された募集から選抜、合格者

確定までの過程については、以下のとおりである。

表４－１　2010 年度 ITSC 準備工程

活動内容 時期／回数 備　考

応募要項配布 7 月 21 日～

応募勧奨回数 11 回 新聞社 3 社、TV 1 社

奨学金に関する説明 7 月 26 日～

応募締め切り 8 月 31 日 応募者：88 名

入学試験 9 月 7 日 受験者：75 名

結果通知 9 月 13 日 合格者：50 名

最終入学者 10 月 20 日 入学者：39 名

始業日 11 月 1 日

また、指標 1-2 に関しては、成果１の内容とは合致していない。新しい内容の指標“短期コー

スガイドライン、教員評価ガイドライン、受託開発ガイドライン、図書利用ガイドライン及び

ITSC、IT 学科内会社（IT Dept. Business Unit：ITBU）の運営に必要とされるガイドラインが作成

され、学部長によって承認される”という内容に変更することが望ましい。

（２）成果２：「NUOL 工学部 IT 学科において IT 学科内会社（ITBU）が適切に運営される」

成　果 NUOL 工学部 IT 学科において IT 学科内会社（ITBU）が適切に運営される。

指　標 2-1　 IT 学科内会社（ITBU）の事業計画に沿って、事業が適切に運営管理される。

2-2　 IT 学科内会社（ITBU）は、産・官からシステム開発に関する業務を有償で

受注できるようになる。

成果２については進捗状況に遅延がみられる。

ITBU が担当する短期コース研修についてはこれまで順調に実施されてきたが、組織運営の観

点からはマネジャーの 2 度にわたる交替やマネジャーポスト自体の空白といった組織運営上の問

題をたびたび経験してきた。そのため、成果２の示す「ITBU の適切な運営」を実現するために

は今後取り組むべき課題も多い。
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指標に関しては、2-1 で規定されている「ITBU の事業計画」が、ITBU のマネジャーが空席で

あるため策定できていない。2011 年 7 月あるいは 8 月に上記マネジャーが配置された際には、

上記事業計画の策定が最優先課題として取り組まれるべきである。

指標 2-2 に関しては、「産・官からシステム開発に関する業務の受注」が、実際のビジネスと

して開始されていない。ITSC のフィールドワークの一環として実施され、更に実績が積み重な

ることによる評判が、ビジネスチャンスを生み出すものと期待される。

（３）成果３： 「Postgraduate コース担当教員のソフトウェアエンジニアリングに関する実践的ス

キルおよび指導力が強化される」

成　果 Postgraduate コース担当教員のソフトウェアエンジニアリングに関する実践的ス

キルおよび指導力が強化される。

指　標 3-1　受講生による教員への満足度（評価）が向上する。

3-2　IT 学科内会社（ITBU）で行うシステム開発の成功数が向上する。

成果３についてはおおむね順調に進捗している。

ネットワーク分野の教員については、これまでのプロジェクト活動の成果によって教員は皆が

世界標準となる資格を有するに至っている（CCNA インストラクター資格）。一方でプログラミ

ング分野の教員の能力向上がやや遅延しており、今後の課題として挙げられる。他方で、ITSC
の学生からの教員評価はおおむね高い傾向がみられる。今後は教授法の面などにおいても技術力

を向上させていくことが望まれる。

指標に関しては、3-1 で規定されている正規講師陣に対する評価は以下のとおりである。評価

の対象となっている講師は 11 名であり、6 名から 12 名程度在学している各コースの学生が、評

価を行った。以下の数字は、回答数の合計である。

表４－２　ITSC に所属する正規講師陣に対する評価結果

質問分類 回　答 回答者数 ％

時間厳守
はい 106 98

いいえ 2 2

課題の取扱範囲（適切性）
はい 104 96

いいえ 4 4

説明（有無）

はい、いつも 52 48

はい、ときどき 54 50

いいえ 2 2

指導内容の適切度

はい、いつも 59 55

はい、ときどき 47 44

いいえ 2 2
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質問に対する回答の正確度

はい、いつも 68 63

はい、ときどき 39 36

いいえ 1 1

技術レベルの達成度

（学生による自己評価）

はい 71 66

普通 36 33

いいえ 1 1

なお、指標 3-2 については、指標 2-2 とほぼ同じ内容であるために、削除することとする。

（４） 成果４： 「実践的なソフトウェアエンジニアリング・スキルおよびビジネス・スキルを習

得するための Postgraduate コースが整備・実施される」

成　果 実践的なソフトウェアエンジニアリング・スキルおよびビジネススキルを習得

するための Postgraduate コースが整備・実施される。

指　標 4-1　Postgraduate コース全般に対する受講生の満足度が高くなる。

4-2　カリキュラム、シラバス、教材が定期的に更新される。

4-3　 外部有識者（産・官）が参加するカリキュラム・ボードが毎年開催される。

成果４については順調に進捗している。

本成果が期待する、市場ニーズに即したカリキュラムの策定は成果５に関連する産学官連携に

よる効果を活用しながら、適正に作成、実施されてきた。

指標に関しては、4-1 については第 1 期生が卒業する際に、そのコース内容全般に関する評価

が実施できる。1 年目の卒業生による評価結果は、プロジェクト期間の終了までの基準になるこ

とが想定される。評価のための質問票については、プロジェクトによって作成される予定である

（質問票の内容は、指標 3-1 との違いを明確にするため、講師陣に対する評価についての内容が

除外される）。

また、指標 4-2 については、カリキュラム、シラバス、教材がこれまでに JICA 専門家や講師

陣によって整備されてきた。他方、これら内容の更新については、その必要性が生じていない。

指標 4-3 については、カリキュラム・ボードが 2010 年 4 月に初めて開催され、第 2 回目が

2011 年 6 月または 7 月に実施される予定である。

（５）成果５：「産学官の連携が強化される」

成　果 産学官の連携が強化される。

指　標
5-1　産・学・官との合同セミナーが毎年開催される。

5-2　産・官の客員講師による講義が一定の割合で実施される。

成果５については順調に進捗している。

プロジェクトの働きかけによって産学官の関係者による会議が行われており、これまでほぼ皆
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無に近かった民間企業と政府との情報交換がなされるようになっている。

指標 5-1 に関しては、産学官の関係者による合同セミナーの実施のみならず、LICA が実施し

ている。IT サービス市場調査の一環として、さまざまなイベントが実施されている。以下の表

は、産学官連携によるイベントの内容を示したものである。

表４－３　産学官による合同イベント

タイトル 時　期 内　容

合同研究セミナー

2010 年 11 月

“Bar Camp”というイベントを開催し、国内の IT
分野の学生、民間企業や政府機関の技術者や管理

者に加えて、タイなど海外からの参加者を合わせ

た総勢 200 人超が、IT に関するさまざまなトピッ

クをテーマに議論を行った。

2011 年 3 月

“IT FESTA”というイベントを開催し、イベント

の中で 25 回の講演会を実施し、会計やホテル予約

に関するソフトウェアの開発について、また官民

による取り組み等を紹介した。

産学官共同による講義 2011 年 3 月 同上

指標 5-2 に関しては、IT 産業に従事している技術者が講師として ITSC や短期コースの教育プ

ログラムに協力しており、産業界と教育界の架け橋になるような役割に貢献している。

４－３　プロジェクト目標の達成状況

以下の指標から、プロジェクト目標の達成度を照らし出してみた場合、本プロジェクトは目標

の達成に向けて、おおむね順調に進捗している。

プロジェクト目標 ラオス国立大学（NUOL）工学部 IT 学科による Postgraduate コースを通

じて、IT サービス市場に応じた人材が育成される。

指　標 １． 国内 IT サービス企業、政府組織、IT ユーザー企業で従事する卒業

生および受講生の評価が高くなる。

２．IT 学科 Postgraduate コースの人材育成に関する評価が高くなる。

３． ラオス国内において、Postgraduate コース（長期コース）の卒業生

数が XX 名以上に達する。

４． ラオス国内において、Postgraduate コース（短期コース）の受講生

数が増える。

プロジェクト目標の対象となる Postgraduate コース（＝ ITSC）は、教員の能力強化やコース運

営に関する組織体制の整備期間を経て、2010 年 11 月に開講した。コースは一定レベルの知識・

技術力を兼ね備えた教員の下で実施されている。また同時に、市場ニーズに即応できる IT 技術

を有した人材が輩出することを目標とすることから、学生の成績評点はラオス一般の基準に比し
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て厳格化する体制を取っている。

他方、ITBU については、上記成果２で記載のとおり、組織運営上の課題が残っており、適切

な運営に向けて努力を続けている現状にあるものの、全体的には、プロジェクトは目標である「IT
サービス市場に応じた人材が育成される」の達成に向けておおむね順調に進んでいると判断でき

る。

なお、指標１から４と照らし出し判断された課題及び現状については、以下のとおりである。

・指標１： 中間レビュー実施時において、ITSC 第 1 期生は卒業していないため、評価を行う

ことは不可能である。また、指標２に関しては、現状の指標については、“卒業生

を評価する”方法が規定されておらず、今後プロジェクトは、卒業生の評価を行う

ための質問票のフォーマットを確立する必要性がある。また、ITSC 第 1 期生の評

判は、プロジェクト期間終了時までの評価基準となるであろう。

・指標２： 本質的には指標１と同じ内容であるため、指標１に統合する。

・指標３： 卒業生の数については、ITSC の施設の収容能力により限定されるため、プロジェ

クト目標の達成には影響を及ぼさず、指標３も削除する。

・指標４： 指標４に関しては、厳格なコース評価基準の下、着実に実施されていることが確認

された。

表４－４　短期コースの実施数

短期コース実施数
受講者数

合格者 不合格者 合　計

2009 年 1 10 2 12

2010 年 15 93 58 146

2011 年 6 49 11 60

４－４　プロジェクト実施プロセスの状況について

（１）関係組織及び個人間の意思の疎通について

・ 専門家や C/P との間の意思の疎通に関しては、毎週実施しているミーティングを通じて、

十分調整されている。参加者は、前週の活動結果と次週の活動計画について共有するこ

ととなっている。

・ また、すべての講師が前週の活動結果と次週の活動計画を記した週報を作成している。

・ 上述のようなレポート及び週報を活用するシステムは、すべての参加者に情報を共有す

るといったことに貢献する。

（２）モニタリングシステム

１）プロジェクトマネジメントの観点からのプロジェクトの進捗監理について

・ C/P や講師陣が毎週作成する各種レポートを基に実施される毎週実施される会議によっ

て、プロジェクト活動の進捗が適切に監理されている。

２）フィードバックを行う観点からの活動結果の進捗監理について

・ 他方、活動ごとの結果や結果に対するコメントによるフィードバックを行うといった内
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容のモニタリングについては、十分実施されていない。例えば、コース内容に関する参

加者からの質問票の回答を回収したにもかかわらず、現時点において、回答結果を分類

もしないで置き去りにされている。プロジェクト活動に対するフィードバックを実施す

るために、収集した情報を整理することが求められる。

３）より効果的なプロジェクト活動を実施するための

・ プロジェクトは、プロジェクトを実施するために、必要な情報を集める目的で、ローカ

ルコンサルタントを活用する。（以下、第５章　「５－１－３　効率性」を参照）

・ ラオス側は、テストセンターへのパソコンの配置や、IT センターへの家具／機材の設

置等、プロジェクト活動の円滑な実施のための物質的な投入を支援してきた。
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第５章　中間レビュー結果

５－１　評価５項目による評価

５－１－１　妥当性

（１）ラオス政府の政策との整合性

「第 7 次国家社会経済開発計画（NSEDP：2011 ～ 2015 年）」では、「NSEDP の具体的な

方向性」のひとつとして、郵便 ･ 通信セクターの重要性が指摘されている。NSEDP では

さらに、ラオス政府は、“必要なインフラ整備と先端技術を通じた通信・郵政事業者／起

業家のための好ましい環境づくりを行う”また、“通信・IT セクターにおける国際標準を

満たす人材育成を行う”ことがうたわれている。

また、「ICT 国家政策」が 2009 年に公布されており、同政策は IT セクター産業市場の

発展に合致した IT セクターの人材育成を重視する姿勢をみせている。

以上の点から、本プロジェクトの内容及び目的は、国家の基本政策並びにセクター別政

策の両観点において整合している。

（２）国別援助計画との整合性

対ラオス国別援助計画（2006 年 9 月）が 6 つの重点支援項目の 1 つとして示す「民間

セクター強化に向けた制度構築および人材育成」に該当するものである。

同計画では NUOL 等を拠点として、経済成長を担う人材育成の拡大をめざした協力を

進めていくことがうたわれている。

したがって、本プロジェクトの方向性は本援助計画の内容と整合している。

（３）ニーズとの整合性（NUOL）
NUOL は、近年の IT セクターの進展並びに産業界からのニーズを背景に、国際レベル

に準ずる IT 人材の育成に高い関心を示していた。しかしながら、そのような実務的な人

材育成を担うコース運営の経験はなかったため、カリキュラムの策定から個々の教員の能

力強化に至るまで外部からの支援が必要であった。

本プロジェクトの事前形成段階において、NUOL は、大学独自の ICT マスタープランも

策定し、ラオスにおける IT 人材育成を実施するために貢献するための大学の使命を設定

した。

以上の背景から、本プロジェクトは同大学のニーズに整合している。

（４）IT ユーザーと IT サービス産業界のニーズとの整合性

IT を活用した、日々の業務における効率性の追求は、ラオスの地元産業界のなかの共

通した課題のひとつである。IT サービス産業に対するラオス国内の高い需要が存在する

にもかかわらず、現在に至るまでラオス国内には国際レベルに準じたシステム開発を担

える IT サービス企業は存在せず、各企業は海外に発注せざるを得ない状況が続いている。

そのため、企業は割高なコスト負担を強いられる状況が続いている。以上の背景から、本

プロジェクトが担う IT サービスの技術者育成について、国内企業の関心と期待は非常に

高い。
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（５）C/P の適切性（NUOL）
IT 人材の育成に携わっている組織は NUOL 以外にもみられるが、その施設や教員をは

じめとした陣容の点において同大学を凌駕する組織はラオス国内にはみられない。

プロジェクト関係者の間では、組織的／技術的な能力強化の必要性が認識されているも

のの、「ラオス国内において IT 産業人材の育成を図る」ことを目標としていることにかん

がみると、同大学は最適な C/P 組織と判断できる。

（６）日本国技術の優位性

日本は IT 技術者の技術レベル（経済産業省 IT スキルスタンダード）について詳細な設

定を行っており、かつこれらスキルスタンダードを共通の指標として IT 技術者の育成を

行ってきた。このような IT 技術者育成の取り組みは、本プロジェクトにおいても有効に

利活用されており、日本の技術的優位性が発揮されているものと判断できる。

５－１－２　有効性

（１）プロジェクト目標及び成果の達成度

上述のとおり、本プロジェクトの目標の達成に向けて、順調に進捗している。

5 つの成果についてもおおむね順調に進捗しているが、人材配置を主な要因として、成

果２の ITBU に係る組織体制整備・強化が遅延しており、今後重点的に取り組む課題とし

て指摘される。

（２）プロジェクト目標・成果達成に係る貢献要因

プロジェクトでは日本側及びラオス側双方がプロジェクト内外からの人材投入を有効に

行っており、技術移転を効率的に実施してきた（効率性にて詳細記述）。

（３）プロジェクト目標・成果達成に係る阻害要因

ITSC 入学生のうち、入学時に有しているべき基礎的な学力が不足している学生が一部

みられる。そのため「国際標準に準じた IT サービス人材」の育成を目標とするにあたっ

ては、卒業までに想定以上の時間を要する、もしくは習得技術レベルが想定よりも幾らか

低下することが懸念される。

（４）外部条件の充足

PDM における外部要件として、“教員が職務に専念できる環境が整備される”ことが記

載されている。現在、ITSC の教員は四年制大学の教員不足を補うために、四年制の授業

も負担せざるを得ない状況にある。現状では教員の努力（残業等）によってプロジェクト

活動の大きな阻害要因にまでは至っていないが、本課題が更に深刻化するようであれば、

本プロジェクトの活動（時間配分等）にも影響を及ぼす可能性がある。
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５－１－３　効率性

（１）人的投入

１）日本側

日本側の人的投入については、長期専門家（チーフアドバイザー、業務調整専門家）

と、短期専門家で形成されている。日本人専門家については、プロジェクト全体の進

捗を適宜管理、助言支援するアドバイザーと業務調整の人員構成によって円滑にプロ

ジェクト運営がなされてきた。また、個別の指導分野については、短期専門家によっ

て対応がなされている。このような業務分担は、これまでプロジェクトが期待されて

いる成果の発現のために機能しており、日本側のこれまでの人員投入は妥当と考えら

れる。

２）ラオス側

NUOL は学科内の教員数が非常に限定的ななかにおいて、ITSC の運営については人

員の質・量ともに優先的な人材配置を行ってきた。プロジェクト側は、国際的な IT 技

術の認証を受けた講師のみを配置する方針を採用している。この方針は、ITSC におけ

る指導の質を一定程度にまで保証するものであり、ラオス側の人的投入がプロジェク

ト成果の着実な進歩に貢献していることを示すものである。

他方、ITBU については、現在に至るまで、人的投入についてはさまざまな課題に直

面してきた。マネジャーポストは 2 度交替し、一定の空白期間もあり、ITBU の活動に

対してネガティブな影響ももたらした。さらに、ITBU のスタッフのなかには留学に起

因した離職が今後予定されており、人員投入に課題がみられる。

３）その他

プロジェクトは下記のとおり、NUOL やラオス国内で確保することが困難な人員を外

部から効果的に雇用している。

①　第三国からの専門家（あるいは団体）

シンガポールから、Institute of Technical Education College West（ITE CW）
1
が、Cisco 

Systems 社技術者認定資格（Cisco Certified Network Associate：CCNA）インストラクター

研修のトレーニング資格を有する専門家を派遣し、ネットワーク研修を実施した。結

果的に 10 名が CCNA インストラクター資格を獲得するに至った。

②　ローカルコンサルタント

NUOL 内部の教員等では対応できないものの、プロジェクト活動の実施に必要な、

「開発手法」や「起業家支援に係る市場調査」の実施について、ローカルコンサルタ

ント（パートタイム教員）を有効に活用している。

③　外部客員講師（パートタイム教員）

プロジェクトでトレーニングを受け、かつ一定レベルの技術を習得した外部人材

が、ITSC 及び ITBU の短期コース研修において講師として活躍している。これら外部

人材は、ITSC や ITBU の限られた講師陣を効果的に補強する役割を有している。技術

力に加えて、ビジネスの現場経験を提示できる人材による各種指導は、本プロジェク

1　 ITE とは、シンガポールの技能教育カレッジで、技術や技能を学ぶ国立の教育機関である。中学校を卒業した生徒たちの進学先

の 1 つとなっており、Central、East、West の３つの学校（College）がある。
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トの有効な投入であり、成果達成への貢献要因ともなっている。

（２）物的投入

本プロジェクトの活動を支えるのに適切な施設（IT センター棟における教室や図書館、

そして実習施設）とコンピュータをはじめとする必要な資機材が投入されており、プロ

ジェクト活動において有効に利用されている。

（３）第三国研修

インキュベーターや産学連携の仕組みについて、副学部長や一部の教員がタイを 2010
年 8 月に見学視察した。この視察は、参加者が、ITSC や ITBU の活動の方向性について、

関係者が共有する契機となり、効果の高い視察であったと判断できる。

なお、上記見学視察以外については、これまで実施されてきたすべての研修は、NUOL
にて実施されている。

（４）予　算

プロジェクト予算額は、プロジェクト活動を実施するうえで、妥当な金額である。

予算支出のタイミングについても、妥当なタイミングである。

５－１－４　インパクト

（１）上位目標達成の見込み

上位目標 ラオス国において IT サービス産業が発展する。

指　標 １．GDP に占める IT サービスの割合が増加する。

２．就労人口に占める IT サービス従事者の割合が増加する。

IT サービス産業の基本的なトレンドについては、上位目標の達成への方向性に合致し

ている。

上記指標１及び指標２についての状況は下記のとおりである。

表５－１　GDP and GDP of IT sector

2008 2009 2010 2011（予想）

USD
（100 万）

GDP に占

める割合

USD
（100 万）

GDP に占

める割合

USD
（100 万）

GDP に占

める割合

USD
（100 万）

GDP に占

める割合

国内総生産（GDP） 5,187 - 5,598 - 6,341 - 6,946 -

ラ オ ス に お け る

IT サービス売上高

（ハードウェア販

売分も含む）

59 1.14％ 72 1.29％ 92 1.45％ 116 1.67％

ラ オ ス に お け る

IT サービス産業

（ハードウェア販

売分を除く）

23.6 0.45％ 28.8 0.51％ 36.8 0.58％ 46.4 0.67％

出典：IT market survey by LICA, IMF
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表５－２　Population and IT service human resource

2008 2009 2010
2011

（Forecast）

人　口 6,128,000 - 6,320,000 - 6,900,000 - -

労働人口 2,100,000 - 2,100,000 - 3,690,000 - -

IT 技術者（IT ユーザー企業

も含む）の人数と割合
2,140 0.10％ 2,884 0.14％ 3,934 0.11％ 4,767

IT 技術者（IT ユーザー企業

は除く）の人数と割合
448 0.02％ 631 0.03％ 856 0.02％ 1,040

出典：IT market survey by LICA, Ministry of Social and Welfare, CIA fact book

本上位目標の示す内容は非常に遠大であり、本プロジェクトの成果だけで達成を担保で

きる類の目標内容ではない。ただし過去数年間継続して、IT サービス産業が占める経済

への重要性は高まっており、今後も上位目標の示す方向に向かっていく可能性は高いと考

えられる。

（２）その他インパクトの発現

１）プラス・インパクト

①　政策面

LICA は、IT 市場調査の結果に関する発表と、研究会における参加者から提示され

た議論内容について政府関係者向けに発表会を実施する予定である。（政策面での）

実際の変化はみられていないものの、上述の活動により、今後期待される。

②　技術面

ITSC 教員のうち四年制大学のコースを受けもつ教員も多数いることから、教員の

能力が向上してきた事実は、同時に四年制大学の教育の質向上にもつながっているも

のと推察できる。

③　組織面

また、本プロジェクトで利用し始めた学生による教員評価手法が NUOL 工学部

CE/IT 学科にも適用され始めた。このことも授業の質を高めることにつながるフィー

ドバック効果が期待できる。

④　社会経済面

ITSC の卒業生がまだ誕生していない現段階においては、各企業における具体的な

インパクトは今後に期待されるものである。しかしながら、既に発現している例とし

て、BCEL での職員の能力向上の例が挙げられる。具体的には、プロジェクトによる

研修を受講した職員の能力向上によって、これまで隣国からの IT 専門家招聘によっ

て対処していたトラブル処理を同職員が対応できるようになり、時間的・コスト的に

大いなる削減に寄与した例が報告されている。

２）マイナス・インパクト

特筆すべきマイナスのインパクトは生じていない。
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５－１－５　自立発展性

（１）政策面

NSEDP 並びに国家 ICT 政策が IT 人材育成の重要性についてうたっていることから、政

策面においては一定程度の自立発展性があるものと判断できる。

しかしながら、対処するべき課題が残っており、それは、IT セクターと人材開発を強

化するためのより詳細な戦略やメカニズムの開発である。国家科学技術機構（National 
Authority for Science and Technology：NAST）や NAPT は、政策に記載されたスローガンを

超えた政策やメカニズムの策定に鍵となる役割を有していると考えられる。

（２）組織面

ITSC については、これまでの取り組みを通じて効率的なコース運営を担える体制づく

りが進んでおり、これまでの状況や結果から判断して、一定レベルの自立発展性を有して

いると判断できる。

また、もし修士コースが、2013 学校年度に設立された場合、修士課程の新しいカリ

キュラムに対応できるような教員の追加が求められる。

他方、ITBU については今後新マネジャーの下で体制づくりが改めて開始される段階に

ある。インキュベーター担当職員の確保・強化、短期コース研修コーディネーターの確保

など、プロジェクト終了時までに取り組むべき組織強化への課題は山積している状況にあ

る。

さらに、IT セクターに顕著な課題である教員の離職については、本プロジェクトは離

職を防止するインセンティブを逐次整備してきた。これまでのところ、この仕組みは奏功

しているが、今後の IT エンジニア市場動向に左右される不確定な側面は残っている。

（３）技術面

IT 技術面における自立発展性は比較的高い。プロジェクト終了後も世界標準を構成す

るシスコ社やオラクル社等による最新教材が入手可能であるため、教員の能力を維持、向

上させていくことは仕組みとしては十分に可能である。他方、ITBU については現状の組

織体制を再構築する段階にあるため、自立発展性の予測はできない。

（４）財政面

第 1 年度の実績によると、ITSC についてはコンピュータの減価償却コストを除いた限

りにおいては、事業運営を可能とする財務状況が維持された。今後は学費収入に加えて商

用テストセンターの利用や外部からの受託開発等によって収入向上を更に図り、減価償却

コスト負担についても賄っていくことが求められるものの、今後 4 年から 5 年における懸

案事項となると推測される。

（５）社会面

地元産業界からの IT 人材における急速な需要が確認されているため、社会的側面での

自立発展性は高いと評価される。
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第６章　PDM の変更

中間レビュー評価団は、PDM の改訂を提案した（下記参照）。また、PDM を修正するにあ

たって、“Postgraduate”という用語を、“IT Specialist Course（ITSC）”に変更する。理由としては、

“Postgraduate”は、ラオスと日本との間において、意味に齟齬が生じるからである。

現在の PDM
修正箇所

（下線及び修正線）
修正理由

備考

（フォローアップ

が必要な事項等）

成果３ Postgraduate コ ー ス 担

当教員のソフトウェア

エンジニアリングに関

する実践的スキルおよ

び指導力が強化され

る。

ITSC 担当教員および

将来に修士コースを担

当する教員のソフト

ウェアエンジニアリン

グに関する実践的スキ

ルおよび指導力が強化

される。

修士コースの設

立が予定されて

いるため。

―

成果４ 実践的なソフトウェア

エンジニアリング・ス

キルおよびビジネスス

キルを習得するための

Postgraduate コ ー ス が

整備・実施される。

実践的なソフトウェア

エンジニアリング・ス

キルおよびビジネスス

キルを習得するための

ITSC および修士コー

スが整備される。

・ 修士コースの

設立が予定さ

れているため。

・ プロジェクト

期 間 は、2013
年度に開講さ

れる修士コー

スの前半部分

しかカバーし

ないため、“実

施される”と

いう表現を修

正した。

―

活動 2-4 卒業生の起業を奨励す

る（中間評価時に判

断）。

ITBU において起業を

奨励する

対象は、卒業生

に限定しないた

め、卒業生とい

う単語は除去し

た。

インキュベーター

部門の責任を持つ

職員の能力開発が

必要である。

活動 4-3 市場ニーズに応じた

Postgraduate コ ー ス の

カリキュラム、シラバ

ス、教材を作成する。

市場ニーズに応じた

ITSC および修士コー

スのカリキュラム、シ

ラバス、教材を作成す

る。

修士コースの設

立が予定されて

いるため。

―

活動 4-4 カリキュラム・ボード

を 通 じ て Postgraduate
コースのカリキュラム

を評価する。

カリキュラム・ボード

を通じて ITSC および

修士コースのカリキュ

ラムを評価する。

修士コースの設

立が予定されて

いるため。

―
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プロジェクト

目標　指標１

国内 IT サービス企業、

政府組織、IT ユーザー

企業で従事する卒業生

および受講生の評価が

高くなる。

国内 IT サービス企業、

政府組織、IT ユーザー

企業で従事する卒業生

および受講生の評価が

高くなる。

* 第 1 期卒業生を基準

とする。質問票をプロ

ジェクトが用意する。

評価並びにその

手法については、

これまでの指標

では明確になっ

ていなかったた

め。

・ 評価に必要な質

問票はプロジェ

クトによって準

備される。

・ 次回の JCC にお

いて、質問票が

提示される予定

である。

プロジェクト

目標　指標２

IT 学 科 Postgraduate コ 
ースの人材育成に関す

る評価が高くなる。

削除 指標 1 と基本的

なコンセプトが

同 じ で あ る た

め。

―

プロジェクト

目標　指標３

ラオス国内において、

Postgraduate コース（長

期コース）の卒業生

数が XX 名以上に達す

る。

ITSC（長期コース）の

卒業生数の 80％以上

が IT サービス市場に

おいて就職する。

学生数は、ITSC
の施設のキャパ

シティによって

決まる。さらに、

今後の受け入れ

人数は、これま

でより少なくな

る事が予想され

る。 し た が っ

て、修正案で提

示した指標が好

ましい。

―

成果１

指標 1-2
受講生の募集、選抜、

成績評価および卒業認

定が適切に行われる。

短期コースガイドライ

ン、教員評価ガイドラ

イン、受託開発ガイド

ライン、図書利用ガイ

ドラインおよび ITSC、
ITBU の運営に必要と

されるガイドラインが

作成され、学部長に

よって承認される。

現在の指標は、

成果で示された

内容とリンクし

ていない。有効

なガイドライン

は、適切な事業

実施の上で必要

不可欠である。

指標の並び順が、

これまでの成果１

の 1 番目の指標と

逆になっている。

成果２

指標 2-1
IT 学科内会社（ITBU）

の事業計画に沿って、

事業が適切に運営管理

される。

IT 学科内会社（ITBU）

の事業計画に沿って、

事業が適切に運営管理

されていることが、学

部長に報告、承認され

る。

適切性が、大学

の高い地位にあ

る人物によって

承認される必要

がある。

―

成果２

指標 2-3
（なし） （追加）

インキュベーション・

ブースのうち、3 箇所

以上が使用されている

（支援対象者による利

用がある）。

プロジェクト活

動の一環で、新

たにインキュベ 
ーター支援を開

始する。その成

果によく着目す

る必要がある。

―
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成果４

指標 4-1
Postgraduate コ ー ス 全

般に対する受講生の満

足度が高くなる。

ITSC 全般に対する受

講生の満足度が高くな

る。

* 第一期生を基準とす

る。また教員評価（3-1
で実施）は除く。質問

票をプロジェクトが用

意する。

評価とその手法

が不明確であっ

たため。

・ 評価に必要な質

問票はプロジェ

クトによって準

備される。

・ 次回の JCC にお

いて、質問票が

提示される予定

である。
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第７章　結　論

本プロジェクトに関連する文書のレビューや一連のインタビュー、関係者との議論を根拠とし

て、本プロジェクトは、着実にプロジェクト目標の達成に向けて、これまでのところ順調に進捗

している。さらに、改良された教材やシステム開発の経験を土台として、実践的な技術を結果と

して習得した ITSC の卒業生が、ラオスの IT サービス市場における需要を満たすことができると

期待される。政策レベルにおいては、人材開発に貢献することを目的とする、ICT 国家政策や、

NUOL の作成した ICT マスタープランは、本プロジェクトの目的に合致しているといえる。

ITSC の運営に関しては、評価ガイドラインへの承認や、一連の学生選抜における過程の妥当

性が確認されている。教員の質に関しては、段階的に改善しているものの、プログラミング技術

の強化については、まだ改善の余地が残っている状況である。

ITBU の活動に関しては 22 の短期コースが、厳格な評価制度に基づいてうまく運営されており、

またラオスで初の試みとなる一般公開のウェブテストセンターも営業している。しかしながら、

成果２で規定されている、“NUOL 工学部 IT 学科において IT 学科内会社（ITBU）が適切に運営

される”という項目については、ITBU の運営計画が策定された後に、強化されるべき項目である。

産学官連携に関しては、関係者間で最新の ICT 技術に関する情報交換や意見交換を行う各種セ

ミナーが定期的に開催されていることが確認された。

また、本プロジェクトは、事前調査の段階では、指標を具体的に設定することが困難な、新し

いコンセプトを有する活動が含まれている。さらに、今後はインキュベーション機能の設置支援

や大学が計画する修士コース設立支援など、新しい活動にも取り組むことが求められている。し

たがって、本評価チームは、PDM の修正を提言したい。

そして最後に、上述の項目を実行するための提言項目を下記のとおり提示したい。

・NUOL 工学部 CE/IT 学科　修士コース設立に向けた支援のあり方について

・ITBU の強化について

・インキュベーターの機能について

・プログラミングコースの講師陣の能力強化について

・他機関との連携について
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第８章　提　言

（１）NUOL 工学部 CE/IT 学科　修士コース設立に向けた支援のあり方について

2013 年を目標年として、NUOL の全学部は、すべての学科に修士課程を設立することを

目標としている。CE/IT 学科も同様に、修士コースの設立を計画しているが、今回の評価を

踏まえて、修士コースのコンセプトは、ITSC と同様に、学問的な知識よりも、実践的な技

術の習得が主な目標であることが確認された。さらに、教育内容の質保証といった観点か

ら、CE/IT 学科修士コースは、ITSC を土台として発展したものとすることが望ましい。しか

しながら、下記の条件が満たされたうえで、修士コースの設立が行われることが必要である。

１）修士コースのコンセプト

修士コースは ITSC の主要なコンセプトである、理論に沿った実務的な技術と知識の指

導を重視する、という基本的な哲学を維持することが必要である。この点から、NUOL は、

新しく設立される修士コースを、“プロフェッショナルマスター”という名称を用いるこ

とを検討するべきである。

２）教育の質の担保

・ 教員の選抜は実務的な技術と知識を基準とするべきである。

・ カリキュラム・ボードといった、産業界や IT 関係団体からのメンバーで構成される

組織とのコミュニケーションを通して、カリキュラムの質を担保するべきである。

・ 修士コースの内容へのフィードバックを行う目的で、定期的に産業界で活躍している

卒業生のパフォーマンスを評価調査するべきである。

３）追加教員の配置

・ 修士コースの設立にあたり、教員の追加採用を実施するべきである。

４）修士コースの設計について

修士コースの設立にあたり、持続可能な方法で、能力のある学生を受け入れられるよう、

妥当なコースの設定を行うべきである。この考え方に沿って、本評価チームは、下記のよ

うなコースデザインを提言する。

・ 修士コースは ITSC を基礎として設立する。

・ 修士コースの履修期間は 1 年半とする。

・ 1 年のみ履修する学生に対する学位も設定し、授与する。

・ これまで ITSC に応募してきた応募人数を考慮して、修士課程の開講時間帯は、終了

時評価の実施時に決定する。

・ 講師の人数や現在の学部のキャパシティを考慮して、修士コースの学生受け入れ人数

の上限は 50 人とする。

・ 授業料は、妥当なレベルの金額を設定し、能力を有する多くの受講者に（入学の）機

会を提供できるようにする。

５）プロジェクトの対象範囲

・ 本プロジェクトは、修士コースのコンセプトやその他の主要事項がプロジェクトの趣

旨と合致している限りにおいて、既存の予定していた活動に加えて、修士コース設立

に係る準備やコース内容の詳細設計の支援を行う。

・ 本プロジェクトは、教職員の高位学位取得支援は行わないこととする。
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（２）ITBU の強化について

ITBU の職員や JICA 専門家の協力により、短期コースは上手に運営されてきたものの、

ITBU は、マネジャーの不在や離任といった配置にこれまで直面してきた。

適切な人員がマネジャーとしてできるだけ割り当てられることが必要である。新しいマネ

ジャーの就任後、ITBU は実行計画の作成を開始することとなる。

ITBU の組織能力開発の観点から、経営システム（会計、明確な職務／役割をもつ職員の

配置、短期コースの内容に関するフィードバックシステムの確立や、始まったばかりのイン

キュベーター機能への支援関連等）は強化される必要がある。

（３）インキュベーターの機能について

本プロジェクトの開始時点では、プロジェクト活動 2-4 において、“卒業生の起業を奨励

する（中間評価時に判断）”として、インキュベーター支援は中間評価時に決定されること

となっていた。

本評価チームは、ITSC 並びに ITBU の中心的な役割を果たす C/P が、タイのコンケン大

学におけるインキュベーターマーケットの訪問を通じて、インキュベーターの基本的なコン

セプトを理解したことを把握した。それに加えて、世界銀行が資金支援を行い、起業家を支

援する、“ビジネスアイデアコンテスト”が、工学部に設置された、Lao-India センターにて

実施された。したがって、本評価チームは、本プロジェクトが、インキュベーター支援を通

じて“起業を促進する”ことに取り組むことに同意する。しかし、もしインキュベーター支

援が公式に承認された場合、ITBU が市場調査や、会社経営、そしてビジネスマナーといっ

た技術やノウハウについて、起業希望者にコンサルテーションを行う責任を有することとな

る。インキュベーターに入居する若い起業希望者を満足させるサービスを提供し、ビジネス

スキルに関連した専門性を強化するために、NUOL のみならず、他機関からの職員も含めて、

ITBU の人員拡大を行うことは不可欠である。

さらに、ITBU の人員拡大を行うにあたっては、ITBU に定着する人材の確保を行うといっ

た観点からの採用が必要である。

（４）プログラミングコースの講師の能力強化について

本評価チームは、ネットワークコースに従事する講師陣が、世界水準の資格とみなされる

CCNA の証明書を有することを確認した。この状況と比較して、プログラミングコースの講

師陣の指導能力には、改善の余地があると考えられる。したがって、プログラミングコース

の講師陣の能力強化に必要な具体策が必要である。

（５）他機関との連携について

ビジネス人材育成を行っている他機関との連携は、この先重要であると認識される。例え

ば、LJI の実践型ビジネスコースに参加し、起業を考えている受講者が、IT 産業に関心をもっ

ている場合、ITBU は、IT に関する基礎的な知識や、起業に必要な支援を行うことが可能で

ある。また、ビジネス人材育成を行っている団体から、専門家を派遣してもらい、ITBU 職

員のビジネスコンサルテーション能力強化に活躍してもらうことも考えられる。本評価チー

ムは、上記のようなビジネス人材育成を行っている団体と、IT プロジェクトが相互に連携し、
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ITBU の活動活性化に役立てることを提言する。



付　属　資　料

１．PDM

２．評価グリッド

３．プロジェクトへの投入

４．M/M
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Project on Human Resource Development in IT Service Industry at NUOL

Annex 3-1: List of Japanese Expert

Long term experts

from to
Hiroyuki Ide 2008/12

Yasumitsu Ishikawa

Yoichi Kogure

Kiyomi Eguma

Yushi Kawaguchi 2009/3 2001/6

Tsuneo Heito 2011/5

Short term experts
Number of Trainees

from to （Passed/Failed）
1 DBA/LAMP 19/02/2009 24/03/2009 Yasumitsu Ishikawa 7/16
2 DBA/LAMP 2009/5/24 2009/7/2 Yasumitsu Ishikawa 14/16

3 SA 2009/8/9 2009/8/26 Yoichi Kogure 19/26

4 DBA/LAMP 2009/8/30 2009/10/16 Yasumitsu Ishikawa 12/16

5 CCNA D1 2009/9/2 2009/9/27 Mr.Samsul 15/15

6 CCNA D2 2009/9/27 2009/10/4 Mr.Vincent 10/15

7 SA 2010/1/31 2010/3/4 Yoichi Kogure 10/12

8 DBA/JAVA 2010/1/27 2010/3/18 Yasumitsu Ishikawa 13/13

9 CCNA D3 2010/3/8 2010/3/20 Mr. Darren 10/10

10 SA/LAMP 2010/5/9 2010/6/9 Yoichi Kogure 11/13

11 DBA/JAVA 2010/6/13 2010/8/3 Yasumitsu Ishikawa 15/21

12 IT Essentials 2010/8/8 2010/8/15 Mr.Christopher 8/10

13 CCNA D4 2010/8/15 2010/8/28 Mr.Tan Kok 10/10

14 SA/LAMP 2010/8/29 2010/9/29 Yoichi Kogure 4/4

15 TL 2011/2/13 2011/2/23 Kiyomi Eguma 11/11

16 SA/LAMP 2011/2/13 2011/3/17 Yoichi Kogure 6/6

17 DBA/JAVA 2011/2/15 2011/3/17 Yasumitsu Ishikawa 7/9

Name Assingment period Field

see below Software, Multimedia

Project management, Kaizen

Coordinator

Coordinator

Chief advisor

see below

Database, softwaresee below

CCNA:CISCO Certified Network Associate
TL:Teamwork/Leadership

Course Assignment period Experts

DBA:Database Administration
SA:Server Administration
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Project on Human Resource Development in IT Service Industry at NUOL

Annex 3-2: Facility and Equipment provided 

Equipment Name vol. supplyer note
January-09
LCD Projector Epson EMP-1714 1
Still Digital camera Panasonic DMC-FX37 1
4GB SD card Lexear SDHC 2
Digital Video camera Canon FS9 1
Copier Ricoh Aficio 1999Le 1 Microinfo
PC server Dell PowerEdge TM T100 1
Lap Top Computer Dell Vostro 1510 14
DeskTop computer Dell Vostro 220 mini tower 1
Security Wire Tergus Defcon CL 15
24 port Hub ZyXEL GS-1124 2
APC Back up UPS 800VA 8
Color Laser printer Canon LBP5960 1

May-09
books 11 JICA

May-09
Lap Top Computer  (with bag) HP IDS 15.6GM47 UMA 4610s NB PC 13 stolen
Security Wire Lock Targus Defcon Cable LockPA410B 13
Scanner (A4 with Sheet feeder) Epson GT 2500 1

Portable LCD projector Epson EMP 1715 1 stolen

June-09
Cisco Router CISCO 1841 18
Serial WAN card for network router WIC-2A/S 18
Serial WAN cable（DTE side） CAB-SS-V35MT 18
Serial WAN cable（DCE side） CAB-SS-V35FC 18
Cisco Switch WS-C2960-24TT-L 15
Cisco Wireless Router Linksys WRT320N 10

February-10
Router   　（with security function) CISCO 1841 4
Serial I/F card for Router WIC-2A/S 4
Serial cable for Router (male) CAB-SS-V35MT 4
Serial cable for Router (female) CAB-SS-V35FC 4
1 port Ethernet card WIC-1ENET 2
Network Switch WS-C2960-24TT-L 6
Wireless N-Broadband Router WRTS4GL Linksys 7
Lap Top Computer Toshiba Satelite Pro LS10-B450 26
mouse Toshiba Optical Tiltwheel 26
LCD projector Epson EMP 1725 3 Acer P1266p changed
Monocrome Laser network printer 
(A4) Epson Aculaser M2010DN 4

February-10
IT center ＲＣ,40mｘ16ｍ 1 Panyathip

Consulting for construction 1 KPP

July-10
Desktop PC Acer Veriton M490G 27

Photo Copier (A3) Canon 2318L 1
Monochrome Laser network printer 
(A4) Canon Laser Shot LBP 6300 1

Aug-10
Steel Desk Leeco BD-147 CH 4
Office Chair Leeco LSC-411 7
Drawer Cabinet Leeco BD-046 B 2

Inter Computer

S.O.A

Microinfo

Siam Nissei 
Co.,Ltd

DataCom

SOA
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Steel Locker Leeco LK-106 8
Lecture Chair Siam Steel MGN 54
Stacking Chair Siam Steel LTS-80 A 77
Stacking Chair Siam Steel CM-128 12
Polypropylene Stacking Chair Nat CP-02C 10
Folding Table Nat TF-2460 79
Steel Desk Siam Steel TEC 70100 12
Meeting Table Mono PTO-310 1
Cupboard set Leeco SLG+SLS+SLB-0303 1
Book Shelf Siam Steel SB-3072 6
Book Shelf Nat S-205 5
Magagine Shelf Nat S-001 1
Storage Shelf Nat S-103 13
Cabinet Leeco CB-02 3
Shoe Shelf order-made 13

Sep-10

air condition 29 ODIEN for IT center

Jan-11
Desktop PC Acer Veriton M490G 15

Desktop PC Acer Veriton M490G 10 supplement for the 
stolen ones

LCD Multimedia Projector Epson Powerlite 1735W 1 supplement for the 
stolen ones, 1775W

SOA

Viengniyom
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